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1

財
団
の
森
林
が
危
な
い

阿
寒
湖
カ
ル
デ
ラ
か
ら
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
が
姿
を
消
そ
う

と
し
て
い
る
。
天
然
更
新
し
て
く
る
稚
樹
が
激
減
。
ク
マ

イ
ザ
サ
も
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
と
見
間
違
う
ほ
ど
媛
小
化
し
た
。

厳
し
い
冬
期
間
、

エ
ゾ
シ
カ
の
サ
バ
イ
バ
ル
・
ゲ
ー
ム
の

結
果
、
国
立
公
園
特
別
地
域
の
森
林
景
観
や
林
床
植
物
な

ど
の
生
態
系

に
も
影
響
が
出
始
め
て
き
た
。
森
林
の
た
め

に
も

エ
ゾ
シ
カ
の
た
め
に
も
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
。

今
、
阿
寒
の
森
林
は
周
辺
地
域
の
森
林
伐
採
や
草
地
造

成
で
越
冬
場
所
を
失
い
、
農
地
の

「万
里
の
長
城
作
戦
」

で
追
い
出
さ
れ
、

ハ
ン
タ
ー
の
目
を
逃
れ
た

エ
ゾ
シ
カ
が

群
れ
と
な
っ
て
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
た
前
田

一
歩
園

財
団
の
森
林
に
入

っ
て
く
る
。
森
林
を
管
理
す
る
財
団
は

国
立
公
園
と
し
て
の
森
林
景
観
を
維
持
し
て
行
け
る
か
、

厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。

H

増
え
続
け
る
エ
ゾ
シ
カ

猟
友
会
長
老
の
話
だ
と
、
阿
寒
湖
周
辺
で
は
昭
和
二
十

年
代
に
は
エ
ゾ
シ
カ
を
全
く
見
な
か

っ
た
。
昭
和
三
十
年
、

ピ
リ
カ
ネ

ッ
プ
の
標
高
八
○
○
綴
付
近
に
あ
る
白
水
ボ

ッ

ケ
で
足
跡
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
三
十
年
代
後
半
か
ら
四

十
年
代
に
か
け
小
群
で
移
動
す
る
姿
が
時
折
確
認
さ
れ
た
。

五
十
年
代
に
は
常
時

エ
ゾ
シ
カ
を
見
る
が
、
樹
皮
食
い
は

胸
高
直
径

一
〇
弛
ン以
下
の
小
径
木
に
集
中
、

エ
リ
マ
キ
や

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な
ど
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
と
言
う
。

昭
和
五
十
九
年
の
鳥
獣
保
護
区
指
定
か
ら
急
激
に
増
え

始
め
、
平
成
年
代
に
入
る
と
被
害
は
小
径
木
の
全
樹
種
に

拡
大
し
、
中

・
大
径
木
は
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
に
集
中
、
被
害

木
を
伐
採
し
て
林
内
が
明
る
く
な

っ
た
森
林
、
被
害
木
を

搬
出
で
き
ず
放
置
さ
れ
た
森
林
、
サ
サ
が
媛
小
化
し
消
え

た
森
林
、
後
継
樹
が
極
端
に
少
な
い
森
林
が
増
加
し
た
。

皿

何
を
し
て
も
金
が
か
か
る

ま
ず
被
害
の
実
態
を
把
握
し
、
次
に
考
え
ら
れ
る
対
策

を
全
て
洗
い
出
し
、
行
動

に
移
そ
う
と
判
断
し
た
。
財
団

で
は
回
帰
年
十
年
の
天
然
林
施
業
を
採
用
し
て
い
る
。
毎

年
、
択
伐
の
た
め
に
行
う
選
木
調
査
と
平
成
四
-
八
年
度

の
森
林
現
況
調
査
に
連
動
さ
せ
、

ニ
レ
属
に
限
定
し
た
エ

ゾ
シ
カ
被
害
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
結
果
、
全
森
林
面
積

約
三
、
五
九
三
診
内
に
、
九
五
、
八
四
八
本
、
材
積

で
三

九
、
五
四
五
立
方
耕
の
被
害
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
れ
で
、
正
し
い
被
害
量
が
把
握
さ
れ
た
わ
け
で
な
い
。

お
そ
ら
く
毎
年
、
年
成
長
量
の
半
分
に
相
当
す
る
七
千
～

八
千
立
方
綴
の
立
木
材
積
と
数
え
切
れ
な
い
稚
樹

・
幼
樹

が
食
害
で
消
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
検
討
資
料

(試

案
)」
(表
ー
1
)
と
し
て
平
成
十
年
に
公
表
し
た
。
天
敵

の
オ
オ
カ
ミ
を
放
す
、
捕
獲
し
て
不
妊
手
術
を
施
す
、

エ

ゾ
シ
カ
が
好
ん
で
食

べ
る
樹
種
を
植
林
す
る
犠
牲
林
の
造

成
な
ど
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る
対
策
も
羅
列
し
、
考
え
ら

れ
る
も
の
を
全

て
挙
げ
た
。

ほ
か
に
不
妊
薬
や
避
妊
薬
の
散
布
、
立
木
に
嫌
忌
剤
塗

布
な
ど
の
対
策
も
考
え
た
が
、
水
道
水
源
や
漁
業

へ
の
影

響
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
に
も
配
慮
し
て
薬
剤
使
用
は
最
初
か

ら
念
頭

に
な
か
っ
た
。
有
害
駆
除
も
、
平
成
九
年
頃
ま
で

は
自
然
保
護
を
目
的
と
す
る
財
団
に
相
応
し
く
な
い
と
の

観
点
か
ら
、
最
後
の
手
段
と
し
て
し
ま

っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
エ
ゾ
シ
カ
か
ら
森
林
を
守
る
具
体
的
な
手

段

・
対
策
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
い
な
い
。
あ

っ

て
も
頭
の
中
で
考
え
た
、
金
と
人
手
と
効
果
の
不
透
明
な

話
ば
か
り
。
「
万
里
の
長
城
」
が
周
辺
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、

ま
す
ま
す
危
機
感
を
持

っ
た
。
平
成
五
年
か
ら
段
階
的
に

取
組
ん
で
き
た
経
過
を

「前
田

一
歩
園
財
団

エ
ゾ
シ
カ
対

策
」
(表
ー
2
)
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
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(表 一 ■) エ ゾシカ対 策検 討 資料(試 案)

区 分

大区分 中区分

対策
番号

対 策 名

(対策の概要)
問 題 点 と 課 題

自 然 1
自然放置
一切、対策を講せず自然に任せる

●エゾシカ保護管理計画次第で、鳥獣保護区へ
の効果時期不明確'

●景観や生態系への影響続く

単 木 2
単木ネッ ト

木一本一本を防護ネ ットで囲む

●現在の対策の中で一番効果的
●時間と人手と経費がかかる
●道路から離れた箇所は困難

ネッ ト

林 分 3
林分ネット
小班単位で周囲をネットで囲む

●単木以上に経費を要する
●ニレ属の多い林では効果的
●国立公園内の景観に問題有

4
技条給餌
被害木を伐倒して技条を与える

●技条有効活用

自 然

5
牧草給餌
冬期間、常時牧草を投与

6
ピー ト津給餌

冬期間、常時ピー ト津を投与
●餌の購入と給餌

●エゾジカ増殖加担?

●冬期間、餌を与え続
けなければならない

●経費がかかる
7

濃厚飼料給餌
冬期間、常時濃厚飼料を投与給 餌

(含岩塩)
8

技条給餌隔離
ネットで囲った中で給餌4と 同じ ●同上

隔 離

9
牧草給餌隔離
ネットで囲った中で給餌5と 同じ

10
ビー ト津飼料給餌隔離

ネッ トで囲った中で給餌6と 同じ

●大謀網のように隔
離・捕獲可能?

●捕獲個体の有効活用
可能?
(引き取先は?)

11
濃厚飼料給餌隔離
ネットで囲った中で給餌7と 同じ

威 嚇
擬 弾 12

擬弾威嚇
ゴム弾等で射撃し撃退

●実用化された物はあるか?
●効果は?

空 砲 13
空砲威嚇
射撃音で撃退

●マイク等の音響ではだめか?

狩 猟

有 害 14

有害駆除.

ハンターに依頼

●ハンターに依頼が必要
●年間を通じて山中に入林者・通年作業員有
事故防止対策肝心

狩 猟 15

狩猟
鳥獣保護区解除

●鳥 獣保護区に指定 されているので、狩猟は禁

止されている

ワ ナ 捕 獲 16

捕獲

アルパイ ンネ ットなど

●捕獲数に限界があ り

●手間 ・暇 ・経費 を要する

嫌 忌 薬 剤 17

薬剤散布
薬剤を散布・塗布

●流域の水質などへの影響?

●残効期間?
●養猶漁への影響?

嫌 音 音 響 18
音響発信
発信機から嫌音を発信

●他の野生生物への影響?

●観光客への影響?

天.敵 19
天敵
オオカミを放つ

●エゾシカ以外への影響?

不 妊
薬 剤 20

不妊薬剤投与

給餌に併用して不妊薬剤を投与
●不妊に効果的な薬剤?

手 術 21
不妊手術
隔離と捕獲の個体に不妊手術

●手間と経費?

餌 木 植 栽 22

餌木植栽
エゾシカの好んで食べる材木の植

栽

●成木に時間を要す
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(表 一2)

r前田r蜜 ■財団工ソシカ対繁」

番号 対 策 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 .H12

1 自然放置(無 対策》
2 ネ ット捲き(単 木)

,3 被害木伐倒(餌木)
4・ 給餌(ピ ー ト澤)

5, 狩猟(有 害駆除)

6, 捕獲(囲 いワナ) ( 現 在 、 検討中 )

被 害 調 査

⇔:地 鱗を限定して実施⇔3森 林全域に実施

第
1
段
階

「
む
な
し
い
被
害
調
査
」

エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
が
出
始
め
て
二
十
年
余
り
、
傍
観
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

森
林
は
台
風
や
病
虫
害
な
ど
で
自
然
淘
汰
を
繰
り
返
し
、

環
境
に
最
も
適
応
し
た
個
体
を
残
し
再
生
し
て
い
く
。
山

火
事
や

エ
ゾ
シ
カ
の
樹
皮
食
い
も
こ
れ
と
同
じ
考
え
方
が

で
き
な
い
か
。
植
生
群
落
の
遷
移
と
い
う
超
長
期

ス
テ
ー

ジ
の
中
の

一
時
的
現
象
と
捉
え
、
北
海
道
が
取
組
ん
で
い

る
ヒ
グ

マ
・
エ
ゾ
シ
カ
の
野
生
動
物
分
布
等
実
態
調
査
や

野
生
動
物
保
護
管
理
シ
ス
テ
ム
の
成
果
が
確
立
す
る
の
も

間
近
な
の
で
、
隣
接
す
る
森
林
所
有
者
に
は
猟
区
開
放
は

少
し
待

っ
て
と
要
請
し
て
き
た
。

エ
ゾ
シ
カ
保
護
管
理
計

画
が
で
き
る
ま
で
は
、
オ
ヒ
ョ
ウ

ニ
レ
の
大
半
に
樹
皮
食

い
が
出

て
も

「
エ
ゾ
シ
カ
と
の
共
生
を
図
る
た
め
に
、
あ

る
程
度
の
犠
牲
は
や
む
を
え
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。

調
査

に
幾
ら
お
金
を
か
け
て
も
、
幹
の
周
囲
を
食
害
さ

れ
た
樹
木
や
幼
樹
、
稚
樹
は
生
き
返
ら
ず
、
環
境
は
復
元

さ
れ
な
い
。
調
査
に
金
を
か
け
る
な
ら
防
除
対
策
に
充
当

し
た
い
気
持
ち
だ
。

第
2
段
階

「手
間
は
か
か
る
が
確
実
な
ネ

ッ
ト
」

樹
皮
食
い
を
見
過
ご
す
の
も
能
が
な
い
。
被
害
終
息
の

時
点

で
天
然
更
新
用
の
種
木

(母
樹
)
と
し
て
残
す
た
め
、

樹
幹
に
ネ
ッ
ト
を
巻
き
保
護
す
る
こ
と
に
し
た
。
平
成
七

年
、
余

っ
て
い
た
金
網
で
1
0
4
林
班
の
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ

に
使
用
し
た
の
が
対
策
に
取
組
ん
だ
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
後
、
ネ

ッ
ト
巻
き
に

つ
い
て
は
北
海
道
水
産
林
務

部
が
試
験
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
、
財
団
の
森
林
内
で
資

材
の
比
較
試
験
を
実
施
、
軽
く
て
加
工
し
易
く
耐
久
性
も

あ
る
と
し
て
、
土
木
工
事
用
資
材
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ネ

ッ

ト

(
一
巻
二
綴
×
三
〇
競
、
五
万
円
)
に
決
定
、
平
成
九

年
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ネ

ッ
ト

一
筋
に
取
組
ん
で
い
る
。

経
費
も

一
本
四
千
～
五
千
円
位
か
か
り
、
年
間
五
百
～
七

百
本
位
し
か
巻
け
ず
、
こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ト
巻
き
し
た
総
数

は
四
千
本
程
度
に
と
ど
ま
る
。
財
団
の
樹
木
の
総
本
数
は

三
九
三
万
本
あ
り
、
ネ
ッ
ト
巻
き
し
た
樹
木
は
全
体
の
○

・

一
%
に
過
ぎ
な
い
。

第
3
段
階

「被
害
木
を
餌
木
に
す
る
」

原
則
と
し
て
被
害
木
は
伐
採
し
て
パ
ル
プ
材
に
利
用
さ

れ
る
。
い
ず
れ
枯
死
す
る
の
で
、
幹
の
上
部
と
枝
に
残
る

樹
皮
を
伐
倒
し
餌
と
し
て
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は

予
想
以
上
の
効
果
が
見
ら
れ
、
伐
倒
さ
れ
た
木
の
樹
皮
は

一
晩
で
食
い
尽
く
さ
れ
、
土
場
に
積
ん
だ
丸
太
や
刈
り
払

っ

た
枝
条
に
も
樹
皮
を
求
め
エ
ゾ
シ
カ
が
群
が

っ
た
。

第
4
段
階

「給
餌
を
検
討
」

マ
リ
モ
国
道
の
森
林
帯
が
途
切
れ
る
阿
寒
川
橋
以
南
の

草
地
で
は
、
狩
猟
期
終
了
や
有
害
駆
除
を
し
な
い
時
期
に

は
、
五
十
～
百
頭
余
の
エ
ゾ

シ
カ
が
牧
草
を
食
べ
る
光
景

が
見
え
る
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
平
成
六
年
頃
か
ら
牧
草
を

餌
と
し
て
与
え
れ
ば
樹
皮
食
い
が
防
げ
る
の
で
は
な
い
か

と
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
世
間
で
は

「
エ
ゾ
シ
カ
に

餌
を
与
え
る
と
は
何
事
か
」
「
野
生
動
物

の
生
態
系
に
影

響
が
出
る
」
と
言
う
声
も
あ
り
、
都
市
住
民
に
騒
が
れ
、

研
究
者
に
叩
か
れ
る
の
で
は
、
と
大
変
消
極
的
な
考
え
方

を
し
て
い
た
時
期
だ

っ
た
。

し
か
し
、
被
害
は
増
え
る
ば
か
り
で
、
財
団
の
森
林
管

理
業
務
を
放
棄
し
た
の
か
と
の
意
見
ま
で
出
て
、
何

で
も

や
る
し
か
な
い
と
決
心
し
た
。

平
成
十
年
秋
、
池
田
町
に
鹿
実
験
牧
場
を
持

つ
佐
藤
健

二
氏
が
ビ
ー
ト
津
を
固
形
化
し
た
餌
を

エ
ゾ
シ
カ
に
与
え

て
か
ら
樹
皮
食
い
が
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
と
聞
き
、
担
当

者
を
派
遣
、
平
成
十

一
年
度
事
業
と
し
て
予
算
化
し
た
。

第
5
段
階

「
苦
渋
の
選
択
、
有
害
駆
除
」

知
床
な
ど
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
樹
皮
食
い
情
報
を
聞
い
て
い

た
が
、
平
成
十
年
秋
、
阿
寒
湖
北
岸

の
チ

ュ
ウ
ル
イ
で
2
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澗

m
位
の
苗
木
が

一
晩

で
全
滅
、
冬
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
中

・

大
径
木
に
被
害
が
出
始
め
た
。
小
径
木
や
稚
樹

・
幼
樹
は

樹
種
に
関
係
な
く
、
中

・
大
径
木
も
イ
チ
イ
、
ト
ド
マ
ツ
、

オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
、

ハ
ル
ニ
レ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
イ
タ
ヤ
、

ハ
ン
ノ
キ
、

シ
ナ
ノ
キ
、
タ
モ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
キ
ハ
ダ
、

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ズ
キ
な
ど
に
拡
大
、
放
置
で
き
る
状

況
で
な
く
な

っ
た
。

原
因
は
エ
ゾ
シ
カ
の
数
が
多
過
ぎ
る
た
め
と
分
か

っ
て

い
て
も
、

こ
れ
ま
で
基
礎
的
調
査

・
研
究
に
十
分
な
投
資

を
せ
ず
科
学
的
資
料
を
揃
え
る
の
は
不
可
能

に
近
い
。
こ

れ
か
ら
の
調
査

・
研
究
に
待

つ
な
ら
、
そ
の
間
に
被
害
が

増
え
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

エ
ゾ

シ
カ
の
数
を
調
べ
う
と

言
う
意
見
も
あ
る
が
、
こ
の
広
い
区
域
を
自
由
に
動
き
回

る
数
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
至
難
の
技
。
被
害
の
有
無

と
状
況
で
対
策
を
検
討
す
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

実
績
と
成
果
に
裏
付
け
ら
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
と
共
生
で
き

る
具
体
的
な
方
法
が
あ

っ
た
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

あ
れ
も
駄
目
、
こ
れ
も
駄
目
、
国
か
道
に
や

っ
て
も
ら
え

と
言
う
意
見
も
多
い
が
、
完
全
な
も
の
は
な

い
。
今
考
え

ら
れ
る
最
善
の
策
を
採
る
し
か
な
い
。
批
判
す
る
前
に
代

案
を
提
示
し
て
欲
し
い
。
国
や
道

へ
の
働
き
か
け
を
言
う

前
に
行
動
し
て
欲
し
い
。
人
が
天
敵
の
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
を

絶
滅
さ
せ
、
開
拓

・
開
発
の
名
の
も
と
に

エ
ゾ
シ
カ
の
生

息
環
境
を
壊
し
続
け
た
結
果
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
今
日
の
姿
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
の
英
知
で
解
決
す

る
し
か
方
法
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経

て
平
成
十

一
年
夏
、
財
団
は
有

害
駆
除
以
外
に
即
効
性
の
あ
る
対
策
は
無
い
と
苦
渋
の
選

択
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
分
か
ら
な
い
。

第
6
段
階

「
可
能
か
生
け
捕
り
作
戦
」

魚
を
網
で
取
る
よ
う
に
エ
ゾ

シ
カ
を

一
網
打
尽
に
で
き

な
い
か
。
五
十
～
百
診

の
森
林
の
周
囲
を

エ
ゾ
シ
カ
が
飛

び
越
え
ら
れ
な
い
フ
ェ
ン
ス
で
囲
い
、
所
々
に
ワ
ン
ウ

ェ

イ

・
ゲ
ー
ト
を
取
り
付
け
、
餌
で
誘
い
込
む
こ
と
は
か
な

り
確
実
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。
囲
い
の
中

に
入

っ
た
エ

ゾ
シ
カ
を
捕
獲
す
る
に
は
、
徐
々
に
囲
い
を
狭
め
、

フ
ェ

ン
ス
に
目
隠
し
て
片
隅

へ
追
い
や
り
、
終
点
部
は

一
頭
し

か
通
れ
な
い
幅
ま
で
狭
あ
捕
獲
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問
題
は
、
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
を
生
き
た
ま
ま
引
き
取

っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
だ
。
道
東
地
域
の
市
町
村
で

は
家
畜
の
公
営
牧
場
は
あ
る
が
、

エ
ゾ

シ
カ
は
考
え
た
こ

と
も
な
い
そ
う
。
狩
猟
で
獲

っ
た
シ
カ
肉
も
地
元
住
民

ハ

ン
タ
ー
に
限
定
し
て
買
い
上
げ
て
い
る
と
い
う
。
今
は
構

想
と
し
て
暖
め
て
い
る
段
階

で
、
実
行
に
移
せ
な
い
で
い

る
。こ

の
七
年
間
に
十
万
立
方
競
を
超
す
貴
重
な
立
木

(胸

高
直
径
四
弛ン
以
上
)
被
害
と
森
林
環
境
や
林
床
植
生
の
生

態
系
に
大
変
な
影
響
を
受
け
、
加
え
て
五
千
万
円
を
超
す

調
査
費

・
研
究
費
、
対
策
費
を
投
下
し
、
第
1
段
階
か
ら

第
5
段
階
ま
で
の
対
策

に
悪
戦
苦
闘
し
て
き
た
。

W

餌
付
け
は
効
果
抜
群

餌
付
は
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
エ
ゾ
シ
カ
の
生

態
や
効
果
な
ど
詳
し
く
記
録
を
残
し
た
い
と
考
え
、
東
京

農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
動
物
資
源
学
研
究
室
に
年
間
調

査
研
究
を
お
願
い
し
た
。
初
年
度
の
調
査
内
容
は
、
餌
付

け
周
辺
の
樹
木
構
成
や
被
害
状
況
、
被
害
度
、
餌
場
に
集

ま
る
エ
ゾ
シ
カ
の
性
別
、
令
構
成
、
採
餌
状
況
と
、
季
節

的
変
化
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
が
進
ん
で
い
る
。

餌
付
け
区
域
は
、
ゲ
ー
ト
で
入
林
を
規
制

で
き
る
北
部

山
林
阿
寒
パ
ン
ケ
林
道
沿
い
の

一
、
七
五
三
診
を
対
象
に

十
二
箇
所
を
設
置
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
最
初
、
餌
を

配
置
し
て
か
ら

エ
ゾ

シ
カ
が
食
べ
る
ま
で
に
七
～
十
日
間

位
を
要
し
て
い
る
が
、

一
旦
、
餌
を
覚
え
て
し
ま
え
ば
仲

間
同
志
連
絡
し
あ
う
の
か
糖
蜜
も
岩
塩
も
不
要
の
よ
う
だ
。

餌
や
餌
に
集
ま
る
エ
ゾ
シ
カ
に
ヒ
グ

マ
が
付
い
て
ト
ラ
ブ

ル
を
起

こ
す
の
を
避
け
る
た
め
、
冬
眠
を
確
か
め
平
成
十

一
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
ビ
ー
ト
津
の
餌
を
配
置
し
た
。

ビ
ー
ト
津
は
縦
三
五
穆
×
横
七
五
弛ン
×
高
さ
三
五
弛
ン
で

重
さ
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
個
は
約
千
七
百
円
。
毎
日
餌

を
補
給
す
る
の
に
二
人
が
か
り
で
半
日
を
要
し
、
雪
が
積

も
れ
ば
林
道
の
除
雪
も
必
要
と
な
る
。

餌
を
配
置
し
な
か

っ
た
北
部
地
域
以
外
の
中
部

・
南
部

に
樹
皮
食
い
が
出
始
あ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
に
も

つ
き
始
め
た
の

で
、
平
成
十
二
年

一
月
六
日
か
ら
徐
々
に
配
置
箇
所
と
餌

の
数
を
増
や
し
た
。
十
二
月
は
二
箇
所
に
二
個
、

一
月
は

十
五
箇
所
十
六
個
、
二
月
は
二
十
二
箇
所
三
十
六
個
、
三

月
は
二
十
二
箇
所
五
十
個
、
四
月
は
二
十
三
箇
所
五
十
二

個
と
餌
を
採
り
辛
く
な
る
春
に
近
づ
く
ほ
ど
増
や
し
た
。

エ
ゾ
シ
カ
は
水
呑
場
と
な
る
河
川
沿
い
の
針
葉
樹
林
内

に
群
れ
と
な

っ
て
休
み
、
餌
場
に
通
勤
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
財
団
事
務
所
脇
の
餌
場
で
は
、
ボ

ッ
ケ
周
辺
を

根
城
に
十
七
、
八
頭
の
群
が
朝
か
ら
夕
方
に
か
け
て
何
回

も
訪
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
出
勤
型
の
行
動
が
見
ら
れ
た
。

餌
付
に
よ

っ
て
何
時
ま
で
も
餌
場
に
留
ま
る
の
で
は
と
考

え
ら
れ
た
が
、
三
月
中
旬
を
ピ
ー
ク
に
四
月
下
旬
ま
で
に

は
全
て
が
移
動
し
て
、
移
動
習
性
は
失
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

餌
場
か
ら
二
、
三
キ
。離
れ
た
森
林
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

も
樹
皮
食
い
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
に
驚

い
て
い
る
。
餌
場
か
ら

一
、
ニ
キ
。
の
範
囲
だ
が
、
百
パ
ー

セ
ン
ト
近
い
効
果
が
あ

っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

今
回
、
餌
付
対
策
費
と
し
て
、
餌
代

・
除
雪
費

・
給
餌

パ
ト
ロ
ー
ル
費

・
試
験
費

・
諸
雑
費
な
ど
に
五
百
万
円
位

を
要
し
た
が
、
例
年

の
立
木
被
害
五
千
万
円
～

一
億
円
に

比

べ
れ
ば
十
分
の

一
か
ら
二
十
分
の

一
。
環
境

・
生
態
の
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破
壊
か
ら
も
守
ら
れ
た
こ
と
に
な
れ
ば
、

な
い
大
変
な
成
果
が
あ

っ
た
と
い
え
る
。

冬
だ
け
の
結
果
か
ら
だ
が
。

金

に
代

え

ら

れ

た
だ

し

、

こ

の

V

放
置
森
林
は
壊
滅
的
被
害

結
果
的
に
餌
付
の
効
果
を
歴
然
と
教
え
て
く
れ
た
の
が

餌
を
配
置
し
な
か

っ
た
雌
阿
寒
岳
登
山
道
の
92
林
班
と
93

林
班
の
被
害
だ
。
被
害
は
面
積
百
五
十
診
内
に
十

一
樹
種
、

本
数
で
二
、
九
二
九
本
、
材
積
で
七
九
〇
立
方
儲
、

一
診

当
り
五

・
三
立
方
綴
と
な
り
、
こ
れ
を
全
森
林

に
換
算
す

る
と

一
万
九
千
立
方
綴
の
大
変
な
数
字
に
な
る
。
餌
付
し

な
か

っ
た
ら
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
。

W

完
全
管
理
の
有
害
駆
除

有
害
駆
除
の
実
施
で
は
、
地
元
阿
寒
町
や
猟
友
会
と
十

分
な
連
携
を
採
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
財
団
森
林
の
地

理

・
地
形
に
精
通
し
た
阿
寒
湖
畔
在
住
の
猟
友
会
釧
路
支

部
阿
寒
湖
部
会
員
二
十
四
名

に
限
定
し
た
。
ま
た
、

一
般

の
人
が
入
れ
な
い
よ
う
ゲ
ー
ト
で
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
北
部

地
域
の
車
馬
乗
入
禁
止
地
域
に
限
定
。
十

一
月
か
ら

一
月

(今
年
度
は
二
月
)
の
狩
猟
期
間
中
は
、

一
般
の
ハ
ン
タ
ー

が
紛
れ
込
む
こ
と
や
密
猟
を
防
ぐ
た
め
中
止
し
た
。

入
林
は
二
人
以
上
を

一
組
と
し
、

ハ
ン
タ
ー
は
名
前
と

車
両
番
号
を
申
告
さ
せ
、
ゲ
ー
ト
の
鍵
は
前
日
夕
渡
し
の

当
日
返
し
。
調
査
や
作
業
な
ど
人
の
出
入
り
が
あ
り
、
日

に
よ

っ
て
林
班
単
位
で
制
限
す
る
。

解
体
後
の
残
津
は
財
団
特
製
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
さ

せ
、
ゲ
ー
ト
脇
の
ゲ
ー
ジ
に
保
管
、
財
団
が
毎
日
ク
レ
ー

ン
車

で
回
収
、
ゴ
ミ
処
理
場

へ
運
搬
す
る
。
有
害
駆
除
の

結
果
は

ハ
ン
タ
ー
が
鍵
を
返
し
に
来
た
時
、

ハ
ン
タ
ー
の

名
前

・
時
刻

・
場
所

(林
班
)

・
頭
数

・
性
別
を
備
え
付

け
の
台
帳
に
記
入
す
る
。

平
成
十

一
年
度
の
有
害
駆
除
は
十

一
年
九
月

一
日
か
ら

十
二
年
三
月
末
ま
で
に
、
狩
猟
期
間
を
除
く
百
十
日
間
許

可
を
得
た
が
、
実
際
に
は
安
全
対
策
の
た
め
四
〇
%
に
満

た
な
い
四
十
二
日
間
。
出
勤

ハ
ン
タ
ー
は
延
べ
百
四
十
四

人
、
成
果
は
雄
三
十
三
頭
、
雌
七
十
九
頭
の
計
百
十
二
頭
。

出
勤

ハ
ン
タ
ー
の

一
人

一
回
当
り
の
駆
除
数
は
○

・
八
頭
、

日
時
や
場
所
を
特
定
す
る
厳
し
い
条
件
下
だ
が
、
出
動
す

れ
ば

一
人

一
頭
位
駆
除

で
き
た
こ
と
に
な
る
。

有
害
駆
除
に
つ
い
て
は
平
成
十

一
年
に
初
め
て
実
施
し

た
の
で
、
被
害
防
除
の
効
果
は
不
詳
で
あ
る
。

皿

現
場
責
任
者
と
し
て
貴
方
な
ら
ど
う
す
る

最
近
、
春
先
に
な
る
と
財
団
の
山
か
ら

エ
ゾ
シ
カ
が
涌

き
出
て
く
る
と
吹
聴
さ
れ
る
。
迷
惑
な
話
で
あ
る
。
財
団

の
森
林
は
エ
ゾ
シ
カ
の
駆
け
込
み
寺
に
な

っ
て
い
る
。
十

一
月
の
猟
期
に
入

っ
て

一
週
間
も
す
る
と
、

ハ
ン
タ
ー
の

目
を
逃
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
の
群
が
財
団
の
鳥
獣
保
護
区
に
入

っ

て
く
る
。
も
と
も
と

エ
ゾ
シ
カ
が
棲
ん
で
い
た
森
林
が
伐

採
さ
れ
、
造
林
地
や
畑
、
草
地
に
な

っ
た
た
め
棲
め
な
く

な
り
、
厳
し
い
冬
期
間
の
越
冬
環
境
と
し
て
身

の
安
全
を

求
め
て
や
っ
て
く
る
。
風
雪
を
遮
る
下
枝
の
張

っ
た
針
葉

樹
の
大
木
が
あ
り
、
餌
と
な
る
サ
サ
や
広
葉
樹
が
あ
り
、

湧
水
で
凍
ら
な
い
水
呑
場
が
あ
り
、
安
全
な
鳥
獣
保
護
区

が
あ
る
か
ら
だ
。

被
害
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
と
て
も
森
林
の
樹
木
と

共
生
で
き
る
数

で
は
な
い
と
思
う
。
数
が
多
す
ぎ
る
。

エ
ゾ
シ
カ
が
積
雪
下
で
餌
を
食
べ
必
死
に
生
き
延
び
る

姿
。

一
方
、
樹
皮
を
剥
が
さ
れ
た
無
残
な
樹
が
林
立
す
る

森
林
の
姿
を
見

て
ほ
し
い
。
自
然
と
自
然
の
相
克
だ
。
し

か
し
、
原
因
は
人
間
の
所
業
か
も
知
れ
な
い
。
情
報
も
大

切
だ
が
、
ぜ
ひ
現
地
を
見
て
考
え
判
断
し
て
欲
し
い
。

皿

共
存
の
た
め
に
1
当
面
す
る
課
題

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
私
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う

な
こ
と
を
言
い
た
い
。

①

自
然
環
境
の
調
査

・
研
究
に
十
分
な
金
を

こ

れ
ま
で
調
査

・
研
究
に
満
足
な
投
資
を
し
て
こ
ず
基
礎
的

デ
ー
タ
ー
さ
え
不
充
分
。
現
状
の
調
査

・
研
究
費
の
少
な

さ
か
ら
言

っ
て
、
ど
れ
だ
け
金
を
か
け
て
も
か
け
過
ぎ
る

こ
と
は
な
い
。

②

森
林
環
境
の
整
備
に
十
分
な
予
算
を

森
林
の

持

つ
経
済
的
、
公
益
的
、
教
育
的
、
文
化
的
な
多
様
な
機

能
に
照
ら
せ
ば
、
森
林
環
境
の
整
備
は
生
物
生
存
に
関
わ

る
人
類
共
通
の
重
要
課
題
。
受
益
者
負
担

に
よ
る
目
的
税

の
創
設
と
環
境
政
策
予
算
の
倍
増
を
。

③

森
林
の
持

つ
公
益
的
機
能
評
価
に
関
わ
る
総
合
調

査
の
実
施
を

国
民
を
納
得
さ
せ
る
だ
け
の
経
済
的
価

値
評
価
の
徹
底
的
調
査

・
研
究
と
啓
発
運
動

の
展
開
。

④

野
生
動
物

の
生
息
環
境
の
確
保
を

野
生
動
物

の
棲
あ
る
場
所
の
確
保
。
せ
め
て
道
内
の
自
然
公
園

・
自

然
環
境
保
全
地
域

・
環
境
緑
地
保
護
地
区
等
約
九
〇
万
診

を
野
生
動
植
物
の
聖
域
に
。

⑤

生
息
環
境
に
見
合

っ
た
頭
数
管
理
を

エ
ゾ
シ

カ
問
題
の
主
因
が
人
間
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
解
決
す
る
の

も
人
間
し
か
な
い
。

エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
や
個
体
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
生
息
環
境
に
見
合

っ
た
適
正
頭
数
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。

⑥

過
剰
個
体
の
有
効
活
用
を

狩
猟
民
族
や
欧
米

の
事
例
、
調
査

・
研
究
に
学
ぶ
。

(
こ

の
原
稿

は

「
洞

爺

湖

カ

ル

デ

ラ

・
エ
ゾ

シ
カ
奮
闘

記
」

と

し

て
月

刊
誌

「
北

方

林

業

」

2
月

、

3
月

、

4
月

号

に

3

回

に
分

け

て
全

文

が

連

載

さ

れ

ま

す
。

問

い
合

わ

せ

は

電

話
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